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～ 方言(地方訛り)は立派な 古文化 ～ 関西弁の考察 ～

交野古文化同好会 巽憲次郎

「方言」とは

特定の地域や社会団体で使われる言葉の違いの事。大きく分けて 3つの特徴がある。

⒈ 発音(なまり) : 音の高さやリズムが異なる事。
気、目、木、着る, 切る、雨、アメ、箸、橋、マクド、ユニバ

⒉ 語彙(単語) : その地域特有の言葉や共通語とは違う呼び方をすること。

⒊ 文法 : 言い回しや文法の使い方が異なる事。
例 ～だから が 【～やから】【～だで】に変化する。

「方言」 は 何故存在するのか

交通や通信手段の未発達により地域ごとに独自の言葉が育った。遠くの場所や山、海に隔てられた場所ほど、
言葉の変化の仕方が異なるため、期間が永いほど全く違う表現になる事もある。➡ 通じない。

「方言」 と 「共通語」

学校の授業(？)やニュースアナウンサーが使う「共通語(標準語)」は、日本全国の人がスムーズに意思疎通をす
るためにつくられた言葉である。一方で方言は地域の歴史や文化を映し出し、地元の人々との親近感を深める
大切な役割を持っています。

言語学における「方言」とは、共通語と比較して近いか遠いかにかかわらず、単語や発音や文法等様々な面か
ら構成される地域ごとの言語体系としてとらえるものであり、標準語も方言の一つとしてあつかわれている。
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「標準語」 と 「共通語」

標準語とは国や地域の中で意思疎通や学校教育の基準となる言葉である。日本の場合は主に東京山の手の言葉
をベースに作られており、全国どこでも通じるため公的な場所や報道ニュース、教科書で広く採用されている。
標準語とよく似た言葉に共通語があります。言語学や放送の現場では正確には以下のように区別される事が多
いようです

〇 標準語 ～ 人々が守るべき「理想的・規範的」な言葉

〇 共通語 ～ 全国どこでも通じる、現実に話されている言葉

「標準語」が定まった経緯

日本語としては近世以前は平安時代の京都の貴族語が標準的な書語言葉として広く通用し、口頭言語について
も、江戸言葉が成熟する江戸時代後期迄は、京言葉が中央語であり、京都を中心に新語が日本各地に伝播して
いったとされる。京都方言がかつての中央語であったなごりは現代共通語として残っており、古風な文体で近
世上方風の表現も数多く使われている。

明治維新後、標準語はなかなか定まらなかった。標準語の案としては以下のようなものが議論された。

〇 古語案 ～ みやび言葉を基とする。(天皇が使っている言葉でもある)

〇 現代語案～ 西の京、鴨川のほとりの言葉を基にする。
東の京の言葉を基にする。
日本中の言葉を調べて、人口的に最も多くの人が用いている言葉を基にする。

明治中期から昭和前期にかけて、主に東京山の手の教育層が使用する言葉(山の手言葉)を基に標準語を整備し
ようという試みが推進された。天皇家を中心とする案も有力であったが、明治初期の東京の山の手は、地方出
身の若い官僚達の居住地であり、天皇よりも社会的、政治的な力で決まったようである。
これに文壇の言文一致運動が大きな影響を与えて、「標準語」と呼ばれる言語の基礎が築かれた。

「共通語」への移行
明治維新から数十年経った 1903 年、国定教科書「尋常小学校読本」が刊行され、「東京山の手の教育ある中流
家庭の言葉」が標準語となっていった。
そして 1925 年にラジオ放送が始まり、方言忌避が強まった。
第二次大戦後は国家的営為としての標準語政策は行われなくなり、各地の方言を見直す動きが現れたり、国家
が特定の日本語を標準と規定することに否定的な考えが生まれてきた。
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そのような中、進駐軍が用いた「Common Language」を基に「(全国)共通語」という用語が登場。

― NHKなどの一部では「標準語」が「共通語」に言い換えられるようになった。―

現在の日本には標準語を規定する法律や公的機関は存在しないが、一般に「標準語」と言った場合、日本の首
都である東京の方言から特定の地域、階層に偏る要素(下町地域にみられる「ヒ」と「シ」の交替など)を除い
たものを指す事が多い。
口頭言葉(発音)ではアナウンサーのアクセントやイントネーションが標準的として認識されているが、これも
時代と共に変化している。
例えば 電車(でんしゃ)という発音でもよく聴いてみると駅のアナウンスやメディアでも現在では二通りのア
クセントが混在しているようである。

〇 よくある誤解

「東京弁」は標準語ではありません。

あくまで東京言葉がベースにはなつていますが、東京の下町言葉や若者言葉が全て標準語というわけではあり
ません。あくまで全国で通じるように整理されたのが標準語となりました。

「関西共通語(近畿方言)」

近畿地方の方言は「関西弁」とひとくくりによくされますが、他地方と同様に近畿内部でも地域ごとに特徴あ
る方言が存在する。最近では京阪神とその周辺では若年層を中心に方言の特徴が均質化の傾向にある。

要因は、長期にわたり、京都大阪が文化的・経済的に大きな影響力を持っていたため、以前からある程度
の共通性は持っていたが最近ではメディアや都市部への人口の集中。又は大阪中心のお笑い番組や人気芸能人
たちの活躍により、大阪弁京都弁いわゆる関西弁が全国区として幅広く日本中を席捲してきたことによる。
従って関西弁が半ば近畿の代表言葉のような存在となっている。

又よく言われる事であるが関西人は江戸時代から無意識に関東、東京に対して対抗意識が潜在していて、関西
弁はあえて標準語に矯正されるべきだとの考えが他地方より弱く、特に京阪地区の方言を利用するほうが様々
なコミュニケーションの場面においてむしろ不利益より利益となる事が多いと思われている。
京阪人のプライドを強く感じるところである。
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「関西弁」の 分類

〇 奈良弁 〇 京都弁 〇 兵庫弁
〇 和歌山弁 〇 滋賀弁 〇 大阪弁

⒈ 奈良弁(大和言葉)
北中和方言 ～ (生駒 奈良市 郡山市 天理市山辺郡等)
南和方言 ～ (宇陀郡 吉野地方等)

⒉ 京都弁
京言葉 ～ 山城地域の上品な都言葉 ～やす ～ひん ～てはる ～どす
丹後方言 ～ 京都府北部
奥丹波方言 ～ 京都府中南部

⒊ 兵庫弁
神戸弁 ～ 阪神間の言葉で大阪弁京都弁とは異なる。
播州弁 ～ 播磨地方
淡路弁 ～ 徳島の阿波弁と共通。
但馬弁 ～ 兵庫北部 中国地方弁と近い

⒋ 和歌山弁
紀州弁 ～ 泉州弁とも共通あり

つれもていこら しちゃる じぶん ～のし

⒌ 滋賀弁 (江州弁 近江弁) 京都の影響もある。

湖南 湖北 湖東 湖西 地域により若干の特徴がある
ほつこりする ～ 疲れる せんどする ～ 飽きる
いかい ～ でかい もんてくる ～ もどつてくる

⒍ 大阪弁
大阪弁は関西弁の代表格であり、江戸時代に商業都市として発展した大阪で京都の上方言葉をベース
に商人達の間で独自に進化した。

地域により３つに区分される
● 摂津弁 ～ 大阪市 北摂地域など。

フラットでいわゆる「標準的」なイメージ。
● 河内弁 ～ 大阪東部(内陸側)

きつく荒っぽいといわれる。「～やんけ」「～け」「われ」「おんどれ」等。
● 泉州弁 ～ 大阪府南部 だんじり祭りで有名。漁港も近く荒っぽく独特のアクセント。

敬語が少なく上下関係にこだわらない。
北部は一般的な大阪弁に近く、南部に行くほど和歌山弁の影響をうける。④


